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環境環境環境環境コラムコラムコラムコラム    

害虫害虫害虫害虫のののの生息生息生息生息できないできないできないできない環境環境環境環境づくりをしましょうづくりをしましょうづくりをしましょうづくりをしましょう    
 

パン屋さんやお菓子屋さんなどによく

ご相談を受ける害虫があります。一般

に「コナムシ」と呼ばれている害虫で

す。 

 

コヌクストモドキやタバコシバンム

シなど、その名の通り小麦粉などの

『粉』を好み、そこに群がる害虫で

す。「コナムシ」と言うのは、それ

らの通称です。 
 

生息原因生息原因生息原因生息原因 
発生源は、当然什器下や角に溜まった『粉』で

す。 

 

特に注意が必要な場所は、什器下の奥で

す。普段覗く事のない為、知らぬ間に粉

が溜まってしまいます。 

 

環境改善環境改善環境改善環境改善 

コナムシの防除は、いわゆる環境的･物理的対策が

大切です。 

 

この害虫は殺虫したとしても生息原因が残ってい

る限りは、何度も『侵入⇒繁殖⇒殺虫』という

堂々巡りになります。 
 

つまりは、『粉』が溜まらない様に、清掃を徹底

する事が発生を防ぐ最良の手段です。 

 

毎日とは言わずとも、週２～３

回は什器下まで店舗内、全ての

箇所の清掃をする事が必要で

す。 
 

これらの、清掃をしっかり行いましょう。 

告知告知告知告知    
『『『『居酒屋産業展居酒屋産業展居酒屋産業展居酒屋産業展』』』』    

の案内状・招待券を同封しました 
 

８月１９日～２１日にパシフィコ横浜にて開催さ

れる居酒屋産業展への出展が決定しました。 

 

この居酒屋産業展にて弊社オリジナル衛生新商品

を発表致します。ご期待下さい。 

 

招待券をお持ちの方は通常5,000円の入場料が無料

になりますのでお気軽にご来場下さい。 

 

皆様の来場を心待ちにしております。 
 
 



食食食食のののの安全安全安全安全についてについてについてについて・・・・・・・・・・・・ 
 

6月に三輪そうめんの老舗『森井食品』による賞味

期限改ざん問題が発覚するという事件がありまし

た。 
 

船場吉兆による料理の使いまわし問題など、食の

安全が注目される中、農林水産省は「消費者をだ

ます表示は許されない」と厳しい視線を向けてい

ます。 
 

そうめんは従来保存食であり、業界では「２～３

年ものが一番おいしい」とも言われています。 

 

しかし、これからは品質に問題がない

としても廃棄または家畜の餌として再

利用されています。 
 

業界では「古ければ古いほどおいしくなる」と言

われており、それを常識としてきましたが、最近

の『食の安全性』をめぐっての不祥事もあり、業

界の常識は通じなくなってきています。 
 

業界では、食品検査機関と協力し

て「そうめんの品質保持」につい

て研究して、賞味期限を3年半と

する独自規定を決定しています。 

 

但し、市場に出回る殆どの商品は

賞味期限を1年半と設定していま

す。それは、購入者側の保存方法

によりカビなどが生えてしまった

場合、不信感を招く可能性が指摘

されている為です。 
 

その上、相次ぐ食に関する不祥事により、「古い

ほどおいしい」という業界特有の常識が通じなく

なっているのも一因になっています。 
 

森井食品では、平成13年から1年半

の賞味期限で出荷した商品のうち返

品分の品質をチェックした上で、賞

味期限を更に1年半延長し再出荷し

ていましたが、日本農林規格

（JAS）法に基づく改善命令を受け

て、今後は廃棄処分にする事になりました。 
 

返品されたそうめんは、品質に問題がなくても廃棄さ

れるケースが多く、家畜の餌や飲食店への値引き販売

などに回される事があります。しかし、それも今回の

一件で飲食店の販売も難しくなると考えられます。 
 

賞味期限を始めとする表示は、消費者が商品を選択す

る上で、最も重要なファクターです。品質に問題がな

いからといって改ざんは許されるものではありませ

ん。 
 

消費者の目が厳しくなっている今こそ業

界だけに通ずる常識を１から見直す必要

に迫られているのかもしれません。 

埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県におけるにおけるにおけるにおけるエコエコエコエコなななな試試試試みみみみ    
 

県農林総合研究センター（熊谷市）が

肥料工場などと共同開発の生ゴミを主

原料にした肥料「彩の国食品系エコペ

レット」という商品が６月に販売を開

始しました。 

 

ただ食料をリサイクルするだ

けではなく、今まで生ゴミ焼

却時に発生していた二酸化炭

素も削減できるなど、環境に

配慮したエコ肥料です。 

 

 

原料になる生ゴミの７５％は県内から収

集、その９０％はスーパーや食品工場か

ら出る野菜くずが使用されています。 

 

このように原料の大部分を地元で収集して販売す

ると言うのは全国的に見ても非常に珍しい事で

す。 

 

その他、ホテルや飲食店から出る残飯も

使われています。 

 

それらの生ゴミに窒素分が多く含まれている米ぬ

かなどを混ぜて発酵させ、粒状にして乾燥させて

生成します。 

 

初回は約２００㌧の生ゴミを収集し、肥料３０㌧

を生産、県内のJAで２０㌔１６００円前後で販売

しました。 

 

値段は一般の有機肥料よりやや高

めですが、安全性や環境負荷を考

慮した肥料にこだわる農家も多

く、県内各地で使用が始まってい

るそうです。 

 

同センター水田農業研究所、生産環境担当の鎌田

淳主任（37）は「日本の化学肥料は、原材料の大

部分を輸入に頼っていて、その価格も高騰してい

る。今後は安全面や環境を重視したエコペレット

をたくさんの人に使ってもらいたい」と話してい

ます。 
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今
年
は
、
爽
や
か
な

「五
月
晴
れ
」
を
満
喫
し
な
い
ま
ま
に
、

「梅
雨
」
を
迎
え
そ
う
だ
。
こ
の

「鬱
陶

（う
っ
と
う
）
し

い
」
天
気
が
続
く
と
相
談
の
増
え
る
の
が
ダ

ニ
に
関
す
る
も
の
だ
。 

 

ダ

ニ
騒
動
は
古
く
は
公
団
住
宅
の
畳
に
ダ

ニ
が
大
発
生
し
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
ま
た
、

「砂
糖
」
に
ダ

ニ
が
湧
い
た
話

題
も
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
ダ

ニ
は
、

「虫
咬
症
原
因
虫
」
と
し
て
世
間
の
関
心
を
集
め
る
と
共
に
、

「小
児
ぜ
ん
息
」
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
と
し
て
、
生
活
に
密
着
し
た
害
虫
と
な
っ
た
。 

 

梅
雨
期
は
、
こ
ん
な

「オ
ジ
ャ
マ
虫
」
と

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
少
し
で
も
、
快
適
に
日
常
生

活
を
送
る
に
は
、
こ
の
虫
を
知
る
事
が
必
要
で
あ
る
。 

 

私
達
の
生
活
の
場
に
い
る
ダ

ニ
は
、
５
亜
目
、
１
０
教
科
、
６
０
種
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
室
内
で
問
題
に
な
る
代
表

的
な
種
類
は
と
云
う
と
、
ニ
ク
ダ

ニ
類
、
コ
ナ
ダ

ニ
類
、
お
よ
び
チ
リ
ダ

ニ
類
３
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。 

 

☆
コ
ナ
ダ

ニ
類 

こ
の
ダ

ニ
は
、
自
由
生
活
種
で
食
性
は
食
植
性
で
、
植
物
の
も
の
に
好
ん
で
発
生
す
る
。
ま
た
、
カ
ビ
食
性
で
も
あ
っ
て
カ
ビ

が
発
生
す
る
と
多
発
す
る
。
こ
の
仲
間
に
は
、
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ

ニ
や
ア
シ
ブ
ト
コ
ナ
ダ

ニ
と
云
う
種
類
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。 

 

☆
ニ
ク
ダ

ニ
類 

こ
の
仲
間
の
ダ

ニ
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
サ
ヤ
ア
シ
ニ
ク
ダ

ニ
や
イ
エ
ニ
ク
ダ

ニ
と
云
う
種

類
で
あ
る
。 

 

こ
の
ダ

ニ
は
、
穀
類
、
乾
燥
果
実
、
チ
ー
ズ
、
草
製
品
な
ど
に
発
生
す
る
。
い
う
な
れ
ば
、
食
品
害
虫

と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
台
所
や
食
品
貯
蔵
棚
の
周
辺
で
、
見
か
け
る
ダ

ニ
達
で
あ
る
。 

 

☆
チ
リ
ダ

ニ
類 

こ
の
ダ

ニ
は
、
都
市
型
の
ダ

ニ
で

「ベ
ッ
ト

・
マ
イ
ト
」
や

「フ
ロ
ア
ー

・
マ
イ
ト
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
て
、
室
内
塵
の
中

に
生
息
す
る
種
類
で
あ
る
。 

 

最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
チ
リ
ダ

ニ
あ
る
い
は
ヒ
ョ
ウ
ダ

ニ
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仲
間
に
は
、
ヤ
ケ
チ
リ
ダ

ニ
と
コ
ナ
チ

リ
ダ

ニ
が
あ
り
こ
れ
ら
は
、
ヤ
ケ
ヒ
ョ
ウ
ダ

ニ
や
コ
ナ
ヒ
ョ
ウ
ダ

ニ
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
の
皮
膚
を
食
べ
る
ダ

ニ
で
、
人
の
生
活

に
密
着
し
た
厄
介
者
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
ダ

ニ
は
、
肉
眼
で
は
発
見
し
に
く
い
が
、
そ
の
大
き
さ
は
、
お

お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

ダ

ニ
の
体
長 

・
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ

ニ
…
０
．
４
ｍ
ｍ 

・
イ
エ
ダ

ニ
…
０
．
７
ｍ
ｍ 

・
ト
リ
サ
シ
ダ

ニ
…
０
．
６
ｍ
ｍ 

・
ワ
ク
モ
…
１
．
０
ｍ
ｍ 

 

以
上
だ
が
、
肉
眼
で
見
え
る
の
は
、
０
．
２
ｍ
ｍ
以
上
だ
ろ
う
。 

 

（以
下
、
次
号
に
続
く
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔〔〔写真説明写真説明写真説明写真説明〕〕〕〕 
人の生活に密着する厄介者ヒョウヒダニ     

・
ス
ズ
メ
サ
シ
ダ

ニ
…
０
．
８
ｍ
ｍ 

・
シ
ラ
ミ
ダ

ニ
…
０
．
２
ｍ
ｍ 

・
ツ
メ
ダ

ニ
…
０
．
３
ｍ
ｍ 

・
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ

ニ
…
０
．
３
ｍ
ｍ 
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私
達
の
会
社
が
あ
る
藤
沢
市
で
は
、
昨
年
の
１
０
月
か
ら
指
定
収
集
袋
を
市
民
が
購
入
す
る
事
に

よ
り
手
数
料
を
取
る
、
ゴ
ミ
処
理
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

有
料
化
開
始
か
ら
、
半
年
間
で
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
量
が
前
年
度
比
で
、
重
さ
に

し
て
２
１
．
４
％
も
減

っ
た
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

減
量
化
が
進
め
ば
、
現
在
５
基
稼
動
し
て
い
る
ゴ
ミ
焼
却
炉
が
４
基
で
の
処
理

が
可
能
に
な
る
為
、
年
間
約
２
億
円
の
経
費
削
減
に
も
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

不
燃
ゴ
ミ
に
お
い
て
は
４
８
．
５
％
も
減
り
ま
し
た
。
但
し
、
こ
の
数
字
は
有
料
化
実
施
直
前
に

駆
け
込
み
で
出
さ
れ
た
不
燃
ゴ
ミ
が
増
え
た
影
響
も
あ
る
為
、
鵜
呑
み
に
出
来
る
数
字
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
幅
に
減

っ
た
事
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
可
燃
ゴ
ミ
に
含
ま
れ
る
資
源
物
の
割
合
が
前
年
の
１
８
．
９
％
に
対
し
有
料
化
後
は
１

２
．
１
％
に
改
善
さ
れ
、
そ
の
資
源
物
の
収
集
量
も
前
年
同
期
間
に
比
べ
て
２
．
８
％
増
加
し
た

そ
う
で
す
。 

  

有
料
化
と
い
う
強
制
力
が
働
い
た
と
は
い
え
、
市
民
の
意
識
が
向
上
し
た

と
い
う
点
に
こ
の
改
革
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

指
定
収
集
袋
に
よ
る
収
入
は
、
家
庭
用

・
業
務
用
を
合
わ
せ
て
施
行
後
半

年
で
約
１
４
８
２
万
枚
、
約
６
億
５
７
０
万
円
の
売
上
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

そ
こ
で
得
た
収
入
を
環
境
基
金
や
み
ど
り
基
金
に
充
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
共
に
自
然
の
保
全
も
同

時
に
行
う
そ
う
で
す
。
確
か
に
市
民
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、
地
球
が
様
々
な
危
機
を
迎
え
て
い

る
今
で
は
必
要
な
事
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
で
は
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

一
部
の
市
民
が

「指
定
収
集
袋
の
購
入
は
不
特
定
の
全

市
民
に
義
務
付
け
て
お
り
、
手
数
料
を
取
る
の
は
地
方
自
治
法
に
反
す
る
」
と
主
張
し
、
横
浜
地

裁
に
昨
年
提
訴
し
、
裁
判
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。 
  

手
数
料
が
違
法
か
ど
う
か
は
と
に
か
く
、
市
民

一
人

一
人
の
意
識
が
向
上
し

た
事
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
こ
の
改
革
は
成
功
と

言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 


